
ヨーロッパ史 統合の基層 

 ヨーロッパ史の思想的変遷の整理 

 

増田四郎 

 

 ヨーロッパの思想や制度を熱心に受け入れることによ

り，驚異的ともいえる近代化を達成してきた日本．それで

いて，ヨーロッパとは何かについて，真に学問的な深さで

洞察し，議論した書物は意外に少ない．本書は，ヨーロッ

パの社会とその精神の成り立ちを明らかにし，その本質

的性格に迫ろうとする「ヨーロッパ学入門」 

 

 

アンリ・ピレンヌ 

 

ヨーロッパ世界の誕生 

「地中海世界」の没落と「ヨーロッパ世界」の誕生、その背

後で決定的役割を果たしたイスラムへの着眼――。 



歴史家が晩年の 20年に全情熱を傾けたテーマ。ピレンヌ

の集大成にして、世界的に参照され続けている古典的名

著、 

 

中世都市 

ローマからゲルマン諸族へと地中海に展開した古代文

明。イスラームの侵入による「停滞の中世」のなかで都市

と商業はいかに生まれたか 

全ヨーロッパ的視野で、中世の都市および商工業のあり

方に重点をおく社会経済史を中心に研究。邦訳に『中世

都市：社会経済史的試論』（講談社学術文庫）など。 

 

ヨーロッパ世界の誕生 

ピレンヌの集大成にして、世界的に参照され続けている古

典的名著、待望の文庫化! 

 

序文  

第１部 イスラム侵入以前の西ヨーロッパ 



1．ゲルマン民族侵入後の西方世界における地中海文明

の存続 

2．ゲルマン民族侵入後の経済的社会的状況と地中海交

通 

3．ゲルマン民族侵入後の精神生活 

結論  

 

第２部 イスラムとカロリング王朝 

1．地中海におけるイスラムの伸展 

2．カロリング家のクーデターとローマ教皇の同家への接

近 

3．中世の閉幕 

結論 

 

 

 

フェルナン・ブローデル 

 歴史入門 



 歴史は、瞬く間に過ぎていく個人史及び出来事史という

「短期」、ゆっくりとリズムを刻む社会史である「中期」、最

も深層において、ほとんど動くことのない自然や環境、構

造という「長期」があり、特に「長期」を重視すべきだ。 

例えば産業革命も、それ単体で見るのではなく、その下層

部にある日常の経済生活や市場経済、周辺部にある奴隷

制や農奴制等の在り方など、産業革命に至る長期的流れ

と合わせて把握すべきである。 

例えば 

1789年 フランス革命 

1937年 日中戦争 

など。 

でも本当の歴史はいろんな要素が複雑に絡み合って、そ

の結果として事件などが起こる。 

そこでブローデルは、本当の歴史は事件や戦争に焦点を

当てても理解できないと思い、その背景にある経済や文

化などに焦点を当てた。 



この視点の変化により「なぜ」歴史はそう動いたのか、とい

う流れが理解されるようになった。 

この「なぜ」というのを理解するためには心理学、経済学、

社会学、地政学、政治学など色々な学問に精通しておく必

要がある。 

一つの見方ではなく、色々な学問を使った総合的で多角

的な歴史アプローチを発明したのがブローデルである。 

これにより、初めて歴史が時間的にも空間的（グローバル

的）にも繋がるように認識されだした。 

それ一個だけで生じている歴史的事件などは一個もなく、

全ての出来事が時間的にも空間的にも関係しあっている

のだ。 

つまり、ヨーロッパで起きたルネサンスが資本主義になり、

日本の明治維新に繋がっており、第二次世界大戦にも繋

がっているのだ。 

 

二十世紀を代表する歴史学の大家が、代表作『物質文

明・経済・資本主義』における歴史観を簡潔・明瞭に語り、



歴史としての資本主義を独創的に意味付ける、アナール

派歴史学の比類なき入門書。時間軸を輪切りにし、人間

の歩みを生き生きと描き出す、ブローデル歴史学の神髄。 

 

第１章 物質生活と経済生活の再考（歴史の深層；物質生

活；経済生活―市と大市と取引所；市、大市、取引所の歴

史―ヨーロッパ世界と非ヨーロッパ世界） 

第２章 市場経済と資本主義（市場経済；資本主義という

用語；資本主義の発展；資本主義の発展の社会的条件―

国家、宗教、階層） 

第３章 世界時間（世界＝経済；世界＝経済の歴史―都市

国家；世界＝経済の歴史―国民市場；産業革命） 

 

 

 

 

イマニュエル・ウォーラーステイン 

 



 イマニュエル・ウォーラーステインの世界システム論は、

世界を中核・半周辺・周辺の 3層構造で捉え、世界経済

を一つのシステムとして分析する理論です。16世紀以降

の世界資本主義体制の生成と発展を分析し、国家間関係

や経済的な支配・従属関係などの構造と変動を明らかに

しようとします。  

 

詳細: 

• 3層構造: 

世界を中核、半周辺、周辺の 3層に分け、それぞれ

の役割と相互関係を分析します。  

• 中核:資本主義の中心地で、技術や経済的優位

性を持つ国々が属します。  

• 半周辺:中核と周辺の間にある国々で、中核か

らの資本投入を受けつつ、自らも資本を蓄積し

ていく過程にあります。  

• 周辺:中核からの搾取を受け、資源や労働力を

提供する国々が属します。  



• 世界資本主義体制: 

世界全体を資本主義体制という一つのシステムとし

て捉え、その歴史的過程を分析します。  

• 長期持続: 

世界システムを単なる国家の集まりではなく、長期的

な歴史的プロセスとして捉える視点を取り入れます。  

• 批判: 

ウォーラーステインは、伝統的な社会科学の分断や

冷戦的な二分法を批判し、世界を一つのシステムと

して捉えることを主張しました。  

• 影響: 

世界システム論は、国際関係論、経済学、歴史学な

ど、様々な分野に影響を与えてきました。  

近代世界システムの 3要素は？ 

ウォーラーステインの基幹となる枠組みもまたブローデル

に触発されたものでした。 「世界システム」の三層構造が

それです。 ウォーラーステインはこのシステムの包括する

地域を、 



1）中核＝自由な賃金労働、 

2）半辺境＝分益小作制、 

3）辺境＝強制労働と、労働の管理様式によって分類する

のです。 

 


